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O
昭
和
六
十
三
年
大
塚
漢
文
学
会
大
会

六
月
二
十
五
日
(
土
〉

東
京
都
教
職
員
互
助
組
合
教
育
会
館

〔
研
究
発
表
〕

一
、
『
斡
非
子
』
戦
老
篇
に
つ
い
て
筑
波
大
学
大
学
院

一
、
『
墨
子
』
尚
賢
筋
の
成
立
に
つ
い
て
筑
波
大
学
大
学
院

一
、
李
南
関
の
祭
文
に
つ
い
て
筑
波
大
学
大
学
院

一
、
‘
熔
花
三
月
下
揚
州
に
つ
い
て
小
山
工
業
高
等
専
門
学
校

一
、
詩
経
に
お
け
る
鳥
に
つ
い
て

!
「
鳥
が
木
に
と
ま
る
」
の
表
現
を
巡
っ
て

l

筑
波
大
学
大
学
院

一

、

録

会

を

め

ぐ

る

一

試

論

青

山

学

錠

大

学

一
、
「
論
語
義
疏
」
に
お
け
る
部
車
内
疏
援
入
に
つ
い
て

東
京
外
国
語
大
学

国
土
館
大
学

一
、
王
陽
明
と
九
華
山
行

〔
漢
文
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〕

「
大
学
に
お
け
る
漢
文
教
育
の
現
状
と
問
題
点
」

司
会
北
海
道
教
育
大
学

中

国

文

学

科

に

お

け

る

漢

文

教

育

筑

波

大

学

日
本
文
学
科
に
お
け
る
漢
文
教
育
京
都
教
育
大
学

教
職
課
程
(
国
語
科
免
許
)
と
漢
文
教
育
千
葉
大
学

〔
総
会
〕

菅

木

大

ニ

小
野
塚
相
三

加
国
理
一
郎

中
田
伸
一

増
野

大
上

志高
賀橋

出青 内高
部木山木
井
文五知重
雄郎也佼

正弘
美幸

一
、
開
会
の
辞

二
、
議
長
選
出

三
、
委
員
長
挨
拶

問
、
諾
報
告

(

1

)

庶
務

(
2
〉

企

画

〈

3
)

会
報
編
集

五
、
議
事

(
1
〉
昭
和
六
十
二
年
度
決
算

ハ
2
〉
昭
和
六
十
三
年
度
予
算

(

3

)

そ
の
他

六
、
閉
会
の
辞

O
月
例
会
昭
和
六
十
三
年
十
二
月
三
日
〈
土
)

現
代
中
国
語
に
お
け
る
存
在
表
現
に
つ
い
て

ー
出
中
}
き
ぬ

E
∞
σ
〈
∞

-
E〉
〈
問
中

}
g
m
c
おめ
i

筑
波
大
学
大
学
院
阿
部

李
沢
厚
の
孔
子
評
価
に
つ
い
て
群
馬
工
業
高
等
専
門
学
校
阿
川

O
月
例
会
平
成
元
年
三
月
十
一
日
(
土
〉
筑
波
大
学
学
校
教
育
部

近
代
思
想
史
の
枠
組
の
再
検
討
武
蔵
高
非
常
勤
講
師
佐
藤

「
礼
」
経
典
の
定
立
を
め
ぐ
っ
て

北
海
道
教
育
大
学
名
誉
教
授
加
賀
栄
治

住
所
、
勤
務
先
に
変
更
の
あ
っ
た
方
は
、
事
務
局
ハ
ロ
i

三
O
五
茨
銑
県
つ
く

ば
市
天
王
台
一
east--

一
i
一
一
筑
波
大
学
文
芸
・
言
語
学
系
内
大
塚
漢
文
学
会
)

宛
に
御
一
報
下
さ
い
。

菅
野
礼
行
氏
を
選
出

筑
波
大
学
学
校
教
育
部

部均

内
山

委
員

水
沢
委
員
長

大向松
上!lj号本

委
員

委
員

委
員

堀堀
池池

委委
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大
塚
漢
文
学
会
々
刻

一
、
本
会
は
大
援
漢
文
学
会
と
称
す
る
。

二
、
本
会
は
漢
文
学
及
び
漢
文
教
育
の
研
究
と
普
及
と
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

一
ニ
、
本
会
の
会
員
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

ー
、
旧
東
京
教
育
大
学
漢
文
学
会
々
員
で
あ
っ
て
参
加
を
希
望
す
る
者

2
、
そ
の
他
入
会
を
希
望
す
る
者

回
、
本
会
の
主
な
事
業
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

ー

、

総

会

年

一

回

2
、

例

会

年

約

三

回

3
、
学
会
誌
及
び
会
員
名
簿
の
発
行

4
、
そ
の
他
必
要
な
事
項

五
、
本
会
の
役
員
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

ー

、

委

員

長

一

名

2
、

委

員

若

干

名

3
、

編

集

委

員

若

干

名

六
、
役
員
の
任
務

l
、
委
員
長
は
本
会
を
代
表
し
委
員
と
と
も
に
運
営
に
あ
た
る
C

2
、
委
員
は
本
会
の
庶
務
・
会
計
・
企
画
を
分
担
す
る
。

3
、
編
集
委
員
は
学
会
誌
の
発
行
に
あ
た
る
。

七
、
役
員
の
選
出
及
び
任
期

ー
、
委
里
長
は
委
員
の
互
選
に
よ
る
0

2
、
委
員
は
会
員
の
互
選
に
よ
る
。

委
員
会
は
必
要
に
応
じ
て
委
員
を
委
嘱
す
る
こ
と
が
で
き
る
c

編
集
委
員
は
委
員
会
が
委
嘱
す
る
。

3 

4

任
期
は
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
重
任
は
差
し
支
え
な
い
。

八
、
会
員
は
会
費
年
額
四
千
円
を
納
め
る
。

九
、
本
会
々
一
郎
の
変
更
は
委
員
会
の
審
議
を
経
て
総
会
出
席
者
の
過
半
数
の
承

認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

的
別
2
、
本
会
は
昭
和
五
十
四
年
六
月
二
十
三
日
よ
り
東
京
教
育
大
学
漢
文
学

会
々
到
に
代
っ
て
発
効
す
る
。

2
、
本
会
の
事
務
所
を
当
分
の
間
筑
波
大
学
文
芸
言
語
学
系
中
国
文
学
研

究

室

に

置

く

。

以

上

編
集
委
員
ハ
委
嘱
)

(
哲
学
・
思
想
〉
小
林
信
明
・
加
賀

(
文
学
・
語
学
〉
鈴
木
修
次
・
内
山

(
漢
文
教
育
)
鎌
田
正
・
金
子

栄
治
・
水
沢
利
忠

知
也
・
伊
藤
虎
丸

泰
一
ニ
・
田
部
井
文
雄
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東
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